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広報おおず 2003 5月号

3月定例市議会

平成15年度基本方針

糧費嚢出の節溺J含理他を

よりー
3
月
定
例
市
議
会
は

3
月
5
日
か
ら
ゆ
日
ま

で
の
何
日
間
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
予
算
関
係

包
件
、
条
例
関
係
氾
件
、
人
事
案
件

2
件
、

そ
の
他
5
件
の
計
抑
議
案
が
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
請
願
3
件
、
陳
情

3
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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肱
川
と
と
も
に
室
き
る
ま
ち
"
つ
く
り

・
肱
川
の
清
流
づ
く
り

肱
川
流
域
ロ
市
町
村
及
び
園
、
県

に
よ
る
流
域
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

流
域
全
体
で
取
り
組
み
ま
す
。

-
生
活
排
水
の
浄
化

公
共
下
水
道
・
肱
北
処
理
区
の
平

成
初
年
度

一
部
供
用
開
始
に
向
け
肱

北
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
第

一
期
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

A

マ
地
球
温
暖
化
対
策

大
洲
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
に
基
づ
き
市
の
事
務
事
業
に
お
け

る
温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
を
推
進
し
、

環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

A

マ
治
水
対
策

久
米
、
菅
田
及
び
多
田
地
区
の
河

川
改
修
事
業
の
推
進
を
今
後
も
園
、

県
に
対
し
強
く
要
望
し
ま
す
。

A
V
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
問
題

最
優
先
課
題
で
あ
る
治
水
対
策
と

肱
川
の
課
題
解
消
を
国
、
県
及
び
県

議
会
な
ど
に
要
望
し
て
い
き
ま
す

0

.
市
町
村
合
併
の
推
進

大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
に

3
小
委

員
会
を
設
置
し
、
庁
舎
の
位
置
、
将

来
構
想
、
新
市
名
称
な
ど
を
協
議
し

ま
す
。
ま
た
、
2
月
に
実
施
し
た
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
基
礎
資
料
を

基
に
新
市
建
設
計
画
の
策
定
に
向
け

た
将
来
構
想
を
作
成
し
ま
す
。

歴
史
文
化
の
か
お
り
高
い
ま
ち
づ
く
り

A
V
学
校
教
育

大
洲
小
学
校
校
舎
及
び
屋
内
運
動

場
の
整
備
促
進
を
は
じ
め
、
中
学
校

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
更
新
し
教

議
案
説
明

育
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す

0

.
文
化
交
流

中
学
3
年
生
を
対
象
に
海
外
派
遣

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
韓
国

霊
光
郡
、
滋
賀
県
安
曇
川
町
、
鳥
取

県
米
子
市
と
の
友
好
関
係
を
維
持
し
、

相
互
理
解
に
努
め
ま
す
。

-
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
な
ど
の
活

動
支
援
や
各
種
委
員
会
等
へ
の
参
画

を
通
じ
て
女
性
の
声
を
市
政
に
反
映

さ
せ
、
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
0

.
生
涯
学
習
の
振
興

各
種
講
座
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど

に
よ
り
、
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す

0

・
人
権
問
題

同
和
問
題
を
中
心
と
し
た
あ
ら
ゆ

る
差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
た
人
権

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

A

マ
大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業

4
月
4
日
に
上
棟
式
、

5
日

・
6

日
に
は
現
場
見
学
会
や
瓦
記
名
会
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
復
元
に

伴
う
周
辺
整
備
と
し
て
旧
法
務
局
か

ら
児
童
館
に
か
け
て
設
置
す
る
外
構

工
事
部
分
の
遺
構
を
調
査
し
、
景
観

を
阻
害
す
る
樹
木
を
伐
採
し
ま
す
。

健
康
む
骨
相
の
ま
剖
ヨ
d
D

A
V
高
齢
者
福
祉

第
2
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
、

生
活
支
援
・
充
実
を
図
り
ま
す

0

・
障
害
者
福
祉

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
が
選

択
し
、
契
約
に
よ
り
利
用
す
る
「
支

援
費
制
度
」
の
周
知
徹
底
と
サ
1
ビ



広報ああず 2003 5月号

平成15年度施政方針

施

政

方

針
犬

-
州
キ
ゑ

料

9き

ー--"'
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平
成
元
年
二
月
に
市
長
に
就
任
し
、
以
来
、

早
く
も
十
四
年
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

現
在
、
東
大
洲
拠
点
地
区
の
企
業
集
積
が
一
段
ピ
進
み
、
東
若
宮
地
区
土
地
区
晶
整

理
事
業
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
な
ど
、
ま
ち
づ
く
リ
の
重
要
案
梓
も
ほ
ぼ
順
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
、
数
多
く
の
困
難
も
あ
リ
ま
し
た
が
、
皆
様
の
遥
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
、
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
で
き
た
も
の
と
感
謝
し
て
お
リ
ま
す
。

今
、
地
方
分
権
が
本
格
化
す
る
中
で
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
地
斌
梧
社
施

策
の
充
実
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
情
報
化
施
策
の
推
進
な
ど
へ
の
対
庇
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
行
政
課
題
の
解
決
に
は
、
諸
施
策
の
選
択
化
・
重
点
化
を
図
る

と
ど
も
に
往
民
ピ
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
ま
ち
づ
く
リ
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
経
費
支
虫
の
節
減
令
理
化
を
よ
リ
一
一
層
徹
底
し
、
限
ら

れ
た
財
源
を
重
点
的
か
っ
効
果
的
に
配
少
す
る
こ
ど
に
し
ま
し
た
。

特
に
、
本
年
度
は
普
通
建
設
事
業
に
つ
い
て
見
直
し
、
市
債
の
発
行

(借
金
)
の

抑
制
に
努
め
、
将
来
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
性
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
枠
成
し
、
費
用
対
効
果
の
視
点
か
ら
市
職
頁
の
コ
ス
ト
意
識

を
高
め
、
公
共
施
設
の
運
営
や
事
務
事
業
に
生
か
し
ま
す
。

援
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
リ
ま
す
、が
、
各
施
策
の
取
捨
選
択
を
行
い
、
苦
難
の
多

い
こ
の
時
代
を
皆
様
ピ
共
に
乗
リ
切
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す
。
今
後
ど

も
、
ご
理
解
ピ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ス
の
充
実
に
努
め
ま
す

0

.
児
童
福
祉

4
月
オ
ー
プ
ン
の
大
洲
保
育
所
に

併
設
さ
れ
た
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
、
育
児
サ
ー
ク
ル
の
支
援
、
特
別

保
育
事
業
の
普
及
促
進
を
図
り
ま
す。

ま
た
、大
洲
児
童
館
を
旧
三
の
丸
市
営

住
宅
団
地
跡
地
に
移
転
改
築
し
ま
す

0

.
保
健
・
医
療

凶
年
間
の
健
康
づ
く
り
の
目
標
を

設
定
し
た
「
健
康
日
本
幻
大
洲
市
版
」

を
作
成
し
ま
す。

ま
た
、
市
立
大
洲

病
院
で
は
最
新
機
器
導
入
や
医
療
安

全
対
策
の
研
修
会
を
開
く
な
ど
、
適

切
安
全
な
医
療
の
提
供
に
努
め
ま
す。

う
る
お
い
の
あ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

.
快
適
で
良
好
な
居
住
環
境

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
貸
付
制
度

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
公
園
、

緑
地
の
整
備
と
市
民
参
加
型
の
効
率

的
な
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
都

市
計
画
決
定
さ
れ
た
城
山
公
園
を
5

カ
年
計
画
で
整
備
し
ま
す
。

A-水道
事
業

水
質
検
査
、
漏
水
調
査
な
ど
に
よ

る
水
道
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
水

道
未
普
及
地
区
の
解
消
を
図
り
ま
す

0

.
ゴ
ミ
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

電
気
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
補
助
制
度

を
充
実
し、

マ
イ
バ
ッ
グ
(
買
い
物

袋
持
参
)
推
進
運
動
を
実
施
し
ま
す

0

・
防
災
・
防
犯
対
策

老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
・
充
実

を
図
り
、
女
性
消
防
団
員
の
教
育
訓

練
な
ど
消
防
団
の
活
性
化
、
住
民
の

防
火
思
想
の
普
及
活
動
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
大
洲
市
生
活
安
全
条
例

(
平
成
日
年
3
月
制
定
)
に
基
づ
き
、

犯
罪
や
事
故
の
な
い
住
み
よ
い
地
域

社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

い
き
い
き
と
働
く
ま
ち
づ
く
り

・
農
林
業
の
振
興

新
し
い
農
業
経
営
者
を
確
保
す
る

た
め
の
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

収
益
性
の
高
い
水
田
農
業
の
確
立
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
新
緊
急
地
域
雇

用
特
別
対
策
事
業
に
よ
る
森
林
調
査

を
行
い
、
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
す

0

.
畜
産
の
振
興

輸
入
牛
肉
に
対
抗
で
き
る
高
品
質

の
牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
、
優
良
血

統
の
メ
ス
子
牛
購
入
費
の
一
部
を
支

援
し
ま
す
。

-
商
工
業
・
観
光
の
振
興

空
き
庖
舗
対
策
事
業
を
は
じ
め
、

制
度
資
金
な
ど
の
活
用
に
よ
る
助
成

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
南
予
地
域
観

光
振
興
イ
ベ
ン
ト
(
え
ひ
め
町
並
博

2
0
0
4
)
の
開
催
に
向
け
、
準
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
基
盤
の
整
備
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

・
道
路
・
交
通
網

田
口
徳
森
線
な
ど
整
備
中
の
市
道

の
早
期
完
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

法
定
外
公
共
物
(
里
道
、
水
路
な
ど
)

が
固
か
ら
市
へ
委
譲
さ
れ
る
の
に
伴

ぃ
、
譲
与
申
請
す
る
物
件
の
特
定
作

業
を
実
施
し
ま
す。

A-行
政
事
務
の
電
算
化

住
民
票
の
広
域
交
付
、
住
民
基
本

台
帳
カ
1
ド
の
発
行
な
ど
住
民
基
本

台
帳
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
円

滑
な
実
施
や
戸
籍
の
電
算
化
に
よ
る

事
務
の
効
率
化
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
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5月号広報おおず 2∞3

平成15年度当初予算

将来にわJ危る財政の

健全佑に努めます
153億3，000万円(8.3%増)
111億6，471万円(2.4%減)

48億3，229万円(1.2%減)
313億2

卦
副
卦
副
卦
削

指
餌

ム
一
品
ム
玄
ム
一
品

般
別
業

一
牌
付

A
正
総
帥

平成 15年度の予算規模

区 分 当初予算 対前年比

般 -̂-- 言十 1，533，000万円 8.3% ヨコr

国民健康保険 339，024 ム 2.0

老 人 保 健 448，962 ム10.0

国民健康保険診療所 2，486 0.4 
特 簡 易 7.1< 道 10，380 ム 6.9

交通傷害保障 934 ム 1.6

別 土地取得造成 1，626 ム 3.1

住宅新築資金等貸付事業 4，083 ム 3.0

-̂-- 農業集落排水事業 2，903 2.3 
コ'"

公共下水道事業 71，326 ム13.3

計
駐車場事業 5，044 ム 0.7

介護保険 229，366 22.0 

JJIE IE 泉 337 皆増

計 1，116，471 ム 2.4

:iJι ¥ フk 道 事 業 105，609 5.8 

業 病 院 事 業 376，858 ム 3.0
d岳、

工業用水道事業 762 0.4 コ'"

計 計 483，229 ム 1.2

-̂-- 計 3，132，700 2.8 Eコ

仁コ 企業会計

仁コ 特別会計

口般会計 門 E初1h3畑 1いEEE 

口 市出 F4EP 田錦紛

「2一2一3 1 J 1831 ~ [.;l14711 ト5ー01151 トー f-

;l1""111138 ト_jI I r-一一

「1一8一9寸 f トー トー トートーI~位里~H H H H 0 IJ 193119011107111081111411112 
122 ト23 ト~ 1821184118411761177119211""1190 

53 62 
トー トー

トー

55 
ト一一

トー ト一一

トー トー
トー

トー トー

~ 

トー

85 99 108 112 117 122 131 125 141 135 143 
93 

142 142 1閃

当 初 予 算の規模 一平成元年度からの推移一
億円
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| 総務費 | 

円

ー
シ

A

す

万

豆

行

O

す

ま

刈

ま
d

発

の

ま

し

3

ぇ

ド

内

し

化

之

備

土

庁

進

算

山

一
力

市

す

推
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台
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-
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市
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0

 

| 衛 生費 | 
0じん芥 (ゴミ)を処理し、ごみ減量 再資源化を推進

します 1憶4，138万円

。電気式生ゴミ処理機や処理容器などの購入費補助、水切

りネット配布により生ゴミの適正処理に取り組みます

252万円

Oマイバッグ(買い物袋持参)推進運動に取り組みます 10万円

4 

0地域子育て支援センターの運営を始めます

1，163万円

。家族介護ヘルパー講座受講費 (3万円限度)を補助し

ます 390万円

。身体障害者、知的障害者、障害児の生活を支援します

2億3，054万同

| 農林水産業費 | 
0農地が有効利用できるよう認定農業者への農地の利用

集積を図ります 198万円

。条件不利地域での農業生産活 一一

動を支援します 4，119万円

0森林資源管理などのためにデ

タを収集します 735万円



5月号広報ああず 2003

平成15年度当初予算

分担金及び負担金、いくらお金が入ってくるか 、E云司・・
4億1，377万円 ¥ 、幽.・

(2.7%) ¥ _____，一ー-- 可.，冶苅

繰越金 ¥ / その他 ~ 可-
5億5，000万円 " )<ヘ15意1，323万円 "" 、.

(3.6%) '"八¥(9.9%) I " 可

どのようなことにお金を使うか 可E・ー・・
4255弓ト¥ 、胡

市 税

33億328万円
(21.6%) 

繰入金

61:意6，028万円
(4.3%) 

県支出金一ー-
7億2，657万円

(4.7%) 

今
年
度
の

一
般
会
計
予
算

当
初
予
算
で
は
前
年
度
比

8
・

3
%
増
で
す
が
、
こ

の

予
算
に
は
大
洲
小
学
校
校
舎

建
設
経
費
や
、
斎
場
「
肱
陵

苑
」
な
ど
、
生
活

・
都
市
基

盤
整
備
投
資
に
伴
う
公
債
費

(借
入
金
の
返
済
)
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
費

を
除
く
と
、
実
質
3
・

1
%

増
に
な
り
ま
す
。

市
税
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
予
算
編
成
に
当
た

っ
て
は
、
事
業
を
取
捨
選
択

し
経
費
支
出
の
節
減
に
努
め

ま
し
た
。
本
年
度
末
の
最
終

的
な
予
算
規
模
は
前
年
度
と

比
較
し
て
減
少
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

基 地方交付税:固から大洲市に配
1机 られるお金(使い道は市

入 で決めることができる)

市 税:個人・法人市民税や固

定資産税など

国庫・県支出金:道路や建物の

整備などに必要なお金

の一部と して国 ・県か

ら受け入れるお金

， 正・主 k~j'

民生費:主に福祉の充実のため

に使うお金

公債費:市の借入金の元金・利

子等の返済に使うお金

衛生費:衛生的な生活環境のた

めに使うお金

土木費:道路や河川などの整備

のために使うお金

歳

出

どのような目的に対してお金を使うか

農林水産業費

10億675万円
(6.6%) 

0殿町商居街のア ケード

看板を新しくします

200万円

きれいになります

0消火柱の新設・維持補修を行います

O広域消防事務組合への負担金

教 育費 | 
0教育用コンピュ タを更新します 4，618万円

。中学1年生を対象に室戸少年自然の家で体験研修をし

ます 419万円

。大5~\N小学校校舎の改築を進

めます 5億1，348万円

0市道を維持管理、改良舗装します 9，376万円

。地方拠点都市地域や高速道との連絡道路などを整備し

ます 3億4，778万円

。国から市に管理が委譲される法定外公共物 (里道、水

路など)を調査します 1億3，000万円

今年度に完成です

3月定例市議会での議決事項など、詳しくは「おおず市議

会だより No.39Jをご覧ください。

5 
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。。000000 さつ収入役あい。。0000000 

首藤馨前収入役が平成15年3月18日付で辞任したのに伴い、後任に板倉博道氏を

選任する 「収入役の選任について」の人事案件が、 3月定例市議会最終日の3月19

目、賛成多数で同意されました。

7
年
間
お
世
話
に
怒
り
ま
し
た

首
藤

桜
の
季
節
も
過
ぎ
、
そ
よ
風
が
心
地

よ
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
私
こ
と
、
こ
の
た
び

3
月
四

日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
収
入
役
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。
在
職
中
、
皆
様
に
は

温
か
い
ご
理
解
と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

市
財
政
の
健
全
運
営
に
懸
命
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
そ
ろ
ば
ん
と
ペ

ン
が
必
需
品
の
市
職
員
時
代
か
ら
、
机

上
の
パ
ソ
コ
ン
と
の
格
闘
の
日
々
ま
で
、

様
々
な
出
来
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

特
に
大
洲
市
始
ま
っ
て
以
来
の
市
長
リ

コ
ー
ル
運
動
の
動
き
は
、
市
政
に
携
わ

る
私
に
と
っ
て
も
極
め
て
厳
し
い
状
況

前
収
入
役

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

板
倉

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
富
士
山
の

つ
つ
じ
も
間
も
な
く
見
頃
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、

3
月
四
日
付
を
も
ち
ま

し
て
、
収
入
役
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

私
に
と
り
ま
し
て
こ
の
上
な
い
光
栄
で

あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ

を
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
も
と
よ

り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
努
力
を
尽

く
し
与
え
ら
れ
た
職
責
を
果
た
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
方
分
権
が
本
格
化
す
る
中
で
、
少

子
・
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
都
市
基

盤
整
備
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安

全
で
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
の

収
入
役

博
道 馨

に
迫
ら
れ
る
出
来
事

で
あ
り
、
皆
様
の
信
頼
を
裏
切
る

こ
と
の
な
い
よ
う
誠
心
誠
意
努
力
し
て

き
た
つ
も
り
で
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
そ
の
重
責
を

全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
民

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を

楽
し
み
な
が
ら
、
市
民
の
一
人
と
し
て
、

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
大
洲
の
発
展

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た。で
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、

行
財
政
基
盤
の
充
実
強
化
が
必
要
で
あ

り
、
市
公
金
の
適
正
管
理
は
そ
の
基
本

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
職
務
の
中
で
財
政
の
効
率
的

運
営
と
健
全
化
に
努
め
、
市
民
の
皆
様

の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撞

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

古電話帳の回収

6 

6月 21日(土)

8月 23日(土)

消防署では、毎月 l回救急法講習「市民救急

員養成講座Jを聞いています。皆さん、ぜひご

参加ください。

実施日 5月 18日(日)、

7月 20日(日)、

9月 21日(日)

時 間 午前 9時~正午

実施場所 大洲消防署

申し込み・ 問い合わせ先

大洲消防署(救急係)

宮 24-0119

(火)~5 月 20 日(水)

0120 -303077 
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商
工
部
付
課
長
補
佐
/
大
洲
喜
多
合

併
協
議
会
)

V
都
市
整
備
課
長
補
佐

兼
管
理
第
1
係
長
井
上
徹
(
商
工

観
光
課
長
補
佐
兼
ま
ち
づ
く
り
対
策

第
1
係
長
)

V
都
市
整
備
課
長
補
佐

兼
都
市
計
画
係
長

O
上
田
信
幸

(同

・
主
任
専
門
員
兼
都
市
計
画
係

長
)

V
水
道
課
長
補
佐
金
野
茂
生

(
税
務
課
長
補
佐
)
V
農
林
課
長
補
佐

O
木
藤
幸
治
(
同
・
主
任
専
門
員
兼

農
林
構
造
改
善
第
1
係
長
)

V
治
水

谷
岡
明
(
同
・
課
長
補
佐
)

V
市
町

一
課
長
補
佐
富
士
輝
明
(
教
育
委
員

村
合
併
推
進
室
主
幹
兼
次
長

O
山
田

一
会

・
総
務
課
長
補
佐
)

V
教
育
委
員

隆
司
(
ダ
ム
対
策
室
長
心
得
兼
企
画

一
会

・
総
務
課
長
補
佐
水
関
裕
二

情
報
課
長
心
得
兼
女
性
係
長
兼
市
町

一
(
水
道
課
長
補
佐
)
V
教
育
委
員
会
・

村
合
併
推
進
室
長
心
得
)
V
建
設
課

一
社
会
教
育
体
育
課
長
補
佐
兼
中
央
公

主
幹
兼
課
長
補
佐

O
二
宮
隆
久
(
総

一
民
館
係
長
三
瀬
正
勝
(
農
業
委
員

務
財
政
課
長
補
佐
)

V
建
設
課
主
幹

一
会
事
務
局
次
長
)

V
教
育
委
員
会
・

兼
課
長
補
佐
兼
高
速
道
整
備
推
進
担

一
社
会
教
育
体
育
課
長
補
佐
兼
新
谷
公

当
O
西
岡
道
泰
(
同
・
課
長
補
佐
兼

一
民
館
係
長
兼
新
谷
連
絡
所
長

山
本

高
速
道
整
備
推
進
担
当

)

-

-

4

4
沼盟
」
一

{課
長
補
佐
級
}

一

ミ

再

巳

瞳

E
d

v市
長
公
室
次
長
兼
秘
書
係
長
徳

一

E
1
J
1
圃

4

永
善
彦
(
建
設
課
長
補
佐
)

V
総
務

一

f
f
i
M陥
臨

ー山

.

1
1
1
4
J
E
A
-

h
r

・--Ed---a岨
咽
耐
圃

ー』

財
政
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長

O
篠
原

一

「
1
1
i唱

1
-
箇
ー]

『

園
田

'
b腕
白

-

雅
人
(
同
主
任
専
門
員
兼
行
政
係

こ

1
1
1
1
圃
t
L

韓
斗

一
員
会
・
社
会
教
育
体
育
課
長
)

V
企

一
会
土
居
義
彦
(
教
育
委
員
会

・
学

一
長
)

V
税
務
課
長
補
佐

O
森
岡
照
久

一
一
司
圃
竃
温
調
咽
酒
叩
圃
咽
醐
輔
よ

一
面
情
報
課
長

O
神
元
崇
(
市
長
公
室

一
校
教
育
課
長
)

V
教
育
委
員
会
・
学

一
(
監
理
課
主
任
専
門
員
兼
公
営
住
宅
係

一
『
同
川
畑
噛
咽
哩
・

E園
田

一

一
王
幹
兼
次
長
)

V
福
祉
保
健
部
付
課

一
校
教
育
課
長
森
、
水
茂
(
愛
媛
県
教

一
長
)

V
市
民
課
長
補
佐
是
浮
徳
明

二

陣
薗
聞
週

-
L
胴
珊

』

一
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長
清
水
一
志

一
育
委
員
会
)

V
教
育
委
員
会
・
社
会

一
(
同
・
課
長
補
佐
兼
市
民
第
l
係
長
)

二

国

画

園
コ圃

圃

圃

官

蝉

E

一
(
農
業
委
員
会
事
務
局
長
)
V
建
設
課

一
教
育
体
育
課
長

O
水
井
政
信
(
議
会

一
V
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長

一
一
同
副
・
門
圃
園
町
圃
園
間
四
明
一一〕

一

-

一
』
聞
画
・
・
司
圃
・
・
干
圃
・
・
四
間
州
叫
一
一
免
許

一
長
矢
畑
満
芳
(
地
方
拠
点
都
市
対

一
事
務
局
、
王
幹
兼
次
長
兼
議
事
係
長
)

一
兼
男
女
共
同
参
画
係
長

O
赤
坂
知
之

三

堕

・

・

円

圃

圃

閉

園

二

一
策
課
長
)

V
都
市
整
備
課
長
城
戸

一
V
農
業
委
員
会
事
務
局
長
城
戸
秀

一
(
同
・
事
務
専
門
員
兼
企
画
係
長
)

V

一

目

一

aB
i
l
li--

一
良
一
(
建
設
課
長
)

V
治
水
課
長

O

一
光
(
市
民
課
長
)

V
総
務
財
政
課
主

一
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
ま
ち
づ
く
り

一
幸
一
(
地
方
拠
点
都
市
対
策
課
長
補

.
二
宮
勝
(
都
市
整
備
課
主
幹
兼
課
長

一
幹
兼
課
長
補
佐

O
松
田
異
(
ダ
ム
対

一
対
策
第
l
係
長

O
栗
田
浩
治
(
市
長

一
佐
)

V
議
会
事
務
局
次
長
新
野
武

一
補
佐
/
治
水
担
当
)

V
清
和
園
長

O
一
策
室
次
長
兼
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼

一
公
室
主
任
専
門
員
兼
秘
書
係
長
)

V

一
男
(
農
林
課
長
補
佐
兼
農
政
第
1
係

一
伊
賀
弘
(
都
市
整
備
課
長
補
佐
兼
管

一
管
理
係
長
兼
市
町
村
合
併
推
進
室
次

一
市
町
村
合
併
推
進
室
次
長
/
大
洲
喜

一
長
)

V
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長

O

一
理
第
1
係
長
)

V
愛
媛
県
教
育
委
員

一
長
)

V
税
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

O
一
多
合
併
協
議
会
松
本
一
繁
(
総
務

一
山
崎
重
信

(
総
務
財
政
課
事
務
専
門

平
成
時
年
度

[
夫
淵
市
鶴
員

4月1日付で市職員195人が異動

人事異動の基本方針

O
は
昇
任
、

1 Iより安全で安心できる活力あるま

ちづくりJを積極的に推進するため、

引き続き、行政改革大綱に基づき効率

的、効果的な執行体制の整備を図る。

2 事務事業の現状に即した執行体制

の一部を見直し、適材適所主義の原

則に立ち 、有能な人材を抜擢して職

場の活性化を図る。

3 南予地域の観光振興を目的として

開催予定の「えひめ町並博2004Jの

イベン ト推進体制を築くため、愛媛

県ヘ職員 1人を派遣する。

4 地域コミュニティの醸成を推進す

るため大型の公民館ヘ課長補佐級を

配置して強化を図る。

5 機構等について

(1) 山鳥坂ダム及び治水関係の事務

事業を一体的に推進するため、「夕、ム

対策室」を廃止し、「地方拠点都市対

策課」を「治水課」に改称する。

(2) 市町村合併協議の本格化に伴い、

短期集中的に取り組むため、市町村

合併推進室の強化を図る。

)
は
旧
任
で
す
。

本

庁

関

係

【部
長
級】

V
建
設
農
林
部
長

O
小
泉
勝
明
(
都

市
整
備
課
長
)

V
部
長
待
遇
兼
市
町

村
合
併
推
進
室
長
/
大
洲
喜
多
合
併

協
議
会
小
島
健
市
(
総
務
商
工
部

付
・
部
長
待
遇
/
大
洲
喜
多
合
併
協

議
会
)

{課
長
級】

V
市
民
課
長

市職員人事異動

松
田
宗
彦
(
教
育
委

7 
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市職員人事異動

員
兼
管
財
係
長
)

V
大
洲
病
院
事
務

課
長
補
佐
兼
会
計
係
長

O
矢
野
文
康

(同
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務
課
佐
々
木

康
隆
(
農
林
課
)
V
税
務
課
富
永

幸
(
大
洲
学
園
)
V
監
理
課
瀧
野

逸
武
(
商
工
観
光
課
)
V
企
画
情
報

課

河
野
英
二
(
建
設
課
)
V
商
工

観
光
課

久

保
秀
樹
(
水
道
課
)

V

市
町
村
合
併
推
進
室
/
大
洲
喜
多
合

併
協
議
会
谷
野
真
由
美
(
総
務
商

工
部
付
/
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
)

V
社
会
福
祉
課
吉
岡
知
美

(大
洲

学
園
)
V
治
水
課
上
田
義
幸

(地

方
拠
点
都
市
対
策
課
)
V
教
育
委
員

会
・
社
会
教
育
体
育
課
尾
崎
真
一

(
監
理
課
)
V
監
査
事
務
局
中
島
典

子
(
税
務
課
)
V
大
洲
学
園
松
岡

美
喜
子
(
大
洲
病
院
事
務
課
)
V
大

洲
病
院
事
務
課
村
上
洋
康

(大
洲

学
園
)

広報おおず 2003 5月号

市職員人事異動

一
所
総
括
主
査
)
V
新
谷
保
育
所
総
括

一

一
主
査
笹
田
祥
子
(
肱
北
保
育
所
総

一

幼
稚
園
お
よ
び
小
・
中
学
校

一
括
主
査
)

一
【専
門
員
級
}

-
【
一
般
}

一
V
大
洲
幼
稚
園
専
門
員
兼
主
任
教
諭

一
V
肱
南
保
育
所
梅
原
操
(
新
谷
保

一
O
福
住

一
栄
(
同

・
主
任
教
諭
)

一
育
所
)
V
肱
南
保
育
所
田
丸
多
恵

一
{
一
般
】

一
(菅
田
保
育
所
)
V
徳
森
保
育
所
西

一

v大
洲
幼
稚
園
高
田
千
恵

(喜
多

一
山
順
子
(
喜
多
保
育
所
)
V
菅
田
保

一
幼
稚
園
)
V
喜
多
幼
稚
園

二
宮
梓

一
育
所
二
宮
早
苗

(大
洲
学
園
)
V

一
(
大
洲
幼
稚
園
)
V
喜
多
小
学
校
矢

一
新
谷
保
育
所
東
房
恵

(徳
森
保
育

一
野
重
子

(
大
成
小
学
校
)
V
菅
田
小

一
所
)
V
肱
南
保
育
所

山
本
美
恵
子

一
学
校

祖
母
井
八
重
子

(大
洲
東
中

一
(肱
北
保
育
所
)
V
肱
北
保

育

所

岡

一
学
校
)
V
大
成
小
学
校
中
野
則
子

一
栄
(
肱
南
保
育
所
)
V
徳
森
保
育

一
(
喜
多
小
学
校
)
V
平
野
中
学
校
古

一
所
西
川
信
子
(
南
久
米
保
育
所
)

一
久
保
勝
子
(
菅
田
小
学
校
)
V
大
洲

一
V
南
久
米
保
育
所
西
岡
明
彦
(
新

一
東
中
学
校
酒
栄
明
美

(平
野
中
学

一
谷
保
育
所
)
V
新
谷
保
育
所
松
田

一
校
)

一
静
恵
(
徳
森
保
育
所
)

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
刺
A
別
刷
J
刷

l
l
l」

一

大

洲

病

院

医

療

関

係

一
一
V
大
洲
病
院
産
婦
人
科
部
長

吉

本

一
{係
長
級】

一
勲
V
大
洲
病
院
眼
科
医
長

西

谷

元

一
V
大
洲
病
院
検
査
室
検
査
第
4
係
長

一
宏
V
高
齢
福
祉
課
佐
々
木
恵
子
V

一
O
上
岡
一
寿
(
同

・
総
括
主
査
)
V

一
保
健
セ
ン
タ
ー

森
本
美
和
V
建
設

一
大
洲
病
院
看
護
部
看
護
主
任

O
稲
積

一

一
み
ゆ
き
(
同
・
技
師
)

一
【
主
査
】

一
V
大
洲
病
院
放
射
線
室
主
査

O
山
田

一

一
裕
司
(
同
・
上
級
技
師
)

一
{
技
師
}

一
V
大
洲
病
院
放
射
線
室
上
級
技
師
O
一

一
菊
池
信
一

(同
)
V
大
洲
病
院
看
護

一

一
部
看
護
主
任
心
得
矢
野
勢
津
美

一

一
(同
・
技
師
)

V
大
洲
病
院
看
護
部
看

一

一
護
主
任
心
得
向
居
福
見

(同
・
技

一

一
師
)
V
大
洲
病
院
看
護
部
看
護
主
任

一

一
心
得
楠
田
育
子
(
同

・
技
師
)

一

9 
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課
菊
地
政
博
V
建
設
課
宇
都
宮

日

署
救
急
係
長
兼
救
助
係
長
)

V
消
防

啓
三
V
喜
多
保
育
所
泉
友
子
V
喜

“

課
事
務
専
門
員
兼
指
導
第
l
係
長

O

多
幼
稚
園
二
宮
加
菜
子
V
大
洲
病

い

高
岡
利
典
(
消
防
課
指
導
係
長
)

V

院
西
川
幸
治
V
大
洲
病
院
吉
坂

・

消
防
課
事
務
専
門
員
兼
救
助
第
l
係

-

昌
高

・

O
は
昇
任
〈
階
級
昇
任
を
含
む
〉
。

一
助
係
長
兼
消
防
課
事
務
専
門
員
兼
救

一
長
O
川
上
弘
二
(
長
浜
支
署
救
急
係

• 
・

(
)
は
旧
任
。

一
助
係
長
兼
救
急
係
長
)

V
長
浜
支
署

一
長
兼
救
助
係
長
)

V
長
浜
支
署
消
防

-

“
V
防
災
課
長
松
本
秀
幸
(
防
災
課

二

圃

里

民

軒

両

個

l
v

一
第

2
係
長
兼
救
助
第

2

2

0徳
永

羽
1
lJ叫
E
I
l
-
-」

・
長
兼
防
災
課
長
補
佐
)

V
総
務
課
長

一

一咽

直

酒

類

・

困

園

日

一
栄
治
(
通
信
指
令
室
通
信
指
令
係
長
)

退

職

-
一
心
得

O
幸
野
晴
夫
(
内
山
支
署
長
)

二

回

話

弾

掴

h

一

一
V
内
山
支
署
消
防
第
2
係
長
兼
救
助

V
大
洲
病
院
眼
科
医
長
田
坂
嘉
孝

U

V
内
山
支
署
長
宮
本
辰
生
(
総
務

二

園
部

¥
-M刷

、
一

一
第
2
係
長

O
二
一
好
利
明
(
消
防
課
防

V
建
設
農
林
部
長
二
宮
政
勝
V
清

日
課
目
心
得
)

V
消
防
課
長
心
開
。
一
一

一

面

時

三

幽

¥

中
一

一
災
係
長
)

V
通
信
指
令
室
通
信
指
令

和
園
長
井
上
修
V
社
会
福
祉
課
長

日
宮
手
夫
(
内
山
支
署
玉
任
専

F
員
兼

一

面

登

下

両

幅

同

一
第

2

2

0曽
根
周
二
内
山
支
署

補
佐
兼
大
洲
保
育
所
長
深
井
多
恵

“
防
災
係
長
)

V
長
浜
支
署
長

O
嘗
川

一

長

国

翠

品

島
副

崎

一

-

一
消
防
係
長
)

V
長
浜
支
署
救
急
第
1

子
V
教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課
主

υ

幅
光
(
川
上
支
署
長
)

V
防
災
課
長

一

回
附
一
耳
石
腿
個
嗣
圃

寸

一

一
係
長

O
梶
野
徹
(
内
山
支
署
消
防
係

任
専
門
員
兼
学
校
教
育
係
長
大
野

言

葉
危
険
物
係
長
兼
広
報
広
聴
係

↑

it
t一
副

駒

一
長
)

V
背
防
課
救
急
第

2

2

0大

m
p
r
島
品
調
U
E
d働賦
刊

一

一

、r

令
子
V
大
洲
病
院
事
務
課
主
任
専
門

主

大
野
伸
二
長
浜
支
署
長
)

V

一

聞

道

Eげ

一

一
西
善
文
(
消
防
課
救
急
係
長
)

V
長

員
兼
栄
養
管
理
係
長
伊
達
喜
美
子

“
消
防
課
長
補
佐
兼
防
災
第
1
係
長
兼

一

'
E
M
Er-聞
協
沼
田
畠

4
4
-
一
浜
支
署
救
急
第
2
係
長
谷
田
代
三

V
肱
北
公
民
館
事
務
専
門
員
兼
係
長

・
防
災
課
防
災
係
長

O
宮
本
修
一
(
防

一
事
務
専
門
員
兼
防
災
第
1
係
長

藤

一
(
長
浜
支
署
防
災
係
長
兼
救
急
係
長
兼

-

井
上
利
男
V
監
査
事
務
局
庶
務
係
長

・
災
課
主
任
専
門
員
兼
危
険
物
係
長
兼

一
沢
光
教
(
長
浜
支
署
事
務
専
門
員
兼

一
救
助
係
長
)

V
消
防
課
消
防
第
2
係

.• 

新
田
ヨ
シ
子
V
肱
南
保
育
所
主
任
保

崎
広
報
広
聴
係
長
)

V
消
防
課
長
補
佐

一
防
災
係
長
)

V
通
信
指
令
室
事
務
専

一
長
森
松
忠
雄
(
川
上
支
署
消
防
係

育
土
亀
井
ひ
と
み

恥
兼
防
災
第
2
係
長

O
増
田
勇
雄
(
防

一
門
員
兼
通
信
指
令
第
l
係

長

冨

田

一
長
)

V
通
信
指
令
室
通
信
指
令
第
3

• 

“
災
課
防
災
係
長
兼
消
防
課
主
任
専
門

一
秀
克
(
川
上
支
署
事
務
専
門
員
兼
消

一
係
長
吉
岡
本
佳
直
(
通
信
指
令
室
通

“
員
兼
防
災
係
長
)

V
長
浜
支
署
主
任

一
防
係
長
兼
救
急
係
長
兼
救
助
係
長
)

↑
信
指
令
係
長
)

V
内
山
支
署
救
急
第

“
専
門
員
兼
消
防
第
1
係
長
兼
救
助
第

一
V
川
上
支
署
事
務
専
門
員
兼
防
災
第

一
I
係
長

二
宮
敏
浩
(
消
防
課
救
急

日

l
係
長
富
永
修
身
(
防
災
課
消
防

一
l
係
長
兼
救
急
第
1
係
長
井
上
稔

一
係
長
)

V
川
上
支
署
防
災
第
2
係
長

“
係
長
兼
消
防
課
主
任
専
門
員
兼
消
防

一
(川
上
支
署
事
務
専
門
員
兼
防
災
係

一
兼
救
急
第
2
係
長
梁
田
嘉
春
(
川

“
係
長
)

V
川
上
支
署
長
心
得

O
大
野

一
長
)

V
消
防
課
事
務
専
門
員
兼
消
防

一
上
支
署
防
災
係
長
)

V
消
防
課
救
助

日
博
史
(
防
災
課
事
務
専
門
員
兼
予
防

一
第
1
係
長
兼
防
災
課
消
防
係
長
池

一
第
2
係
長
亀
田
昌

一

(
消
防
課
救

-

“
係
長
)

V
総
務
課
主
任
専
門
員
兼
総

一
田
保
(
消
防
課
事
務
専
門
員
兼
消
防

一
助
係
長
)

V
消
防
課
指
導
第
2
係
長

“
務
係
長

O
守
田
嘉
洋
(
総
務
課
事
務

一
係
長
)

V
消
防
課
事
務
専
門
員
兼
救

一
和
気
和
清
(
消
防
課
指
導
係
長

)
v

n

専
門
員
兼
総
務
係
長
)

V
内
山
支
署

一
急
第
1
係
長
兼
防
災
課
救
急
救
助
係

一
長
浜
支
署
防
災
第
2
係
長

O
平
木
和

-

“
主
任
専
門
員
兼
防
災
第
1
係
長

O
西

一
長

山
本
伸
一
(
内
山
支
署
事
務
専

一
幸
(
長
浜
支
署
総
括
主
査
)

V
川
上

。
山
恵
吉
(
内
山
支
署
事
務
専
門
員
兼

一
門
員
兼
救
急
係
長
兼
救
助
係
長
)

V

一
支
署
消
防
第
2
係
長
兼
救
助
第
2
係

引
防
災
係
長
)

V
内
山
支
署
主
任
専
門

一
川
上
支
署
事
務
専
門
員
兼
消
防
第
l

一
長

O
永
沼
芳
郎
(
川
上
支
署
総
括
主

• 

“
員
兼
防
災
第

2
係
長

O
福
岡
俊
博

一
係
長
兼
救
助
第
l
係
長

O
谷
本
常
行

一
査
)

V
内
山
支
署
救
急
第
2
係
長

O

“

(
長
浜
支
署
事
務
専
門
員
兼
消
防
係

一
(
長
浜
支
署
消
防
係
長
)

V
内
山
支
署

~
二
宮
功
(
長
浜
支
署
総
括
主
査
)

V

“
長
)

V
防
災
課
主
任
専
門
員
兼
予
防

一
事
務
専
門
員
兼
消
防
第
1
係
長
兼
救

一
消
防
課
消
防
第
3
係
長

O
長
岡
庄
造

“
係
長

O
山
田
虎
幸
(
防
災
課
救
急
救

一
助
第
1
係
長

O
松
尾
文
夫
(
内
山
支

一
(内
山
支
署
総
括
主
査
)

V
消
防
諜
救
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一
助
第
3
係
長

O
菊
岡
幸
造
(
消
防
課

一
総
括
主
査
)

V
消
防
課
救
急
第
3
係

一
長
O
泉
清

一
(
内
山
支
署
総
括
主
査
)

一
V
長
浜
支
署
総
括
主
査
上
田
典
史

一
(川
上
支
署
総
括
主
査
)

V
内
山
支
署

一
総
括
主
査
二
宮
賢
三
(
通
信
指
令

一
室
総
括
主
査
)

V
内
山
支
署
総
括
主

一
査
大
野
真
弘
(
消
防
課
総
括
主
査
)

一
V
川
上
支
署
総
括
主
査
福
桝
宏
昭

一
(
長
浜
支
署
総
括
主
査
)

V
内
山
支
署

一
総
括
主
査
高
瀬
良
次
(
消
防
課
総

一
括
主
査
)

V
消
防
課
総
括
主
査

O
高

一
木
富
重
(
消
防
課
主
査
)

V
消
防
課

一
主
査

O
高
岡
裕
二
(
同
)

V
内
山
支

一
署
主
査

O
鶴
井
香
二
(
内
山
支
署
上

一
級
主
事
)

V
消
防
課
上
級
主
事

O
城

一
戸
正
人
(
消
防
課
主
事
)

V
消
防
課

一
主
事

O
久
保
善
昭
(
同
)

V
内
山
支

一
署
主
事

O
亀
岡
周

一

(同
)

V
内
山

一
支
署
上
級
主
事

O
河
野
秀
俊
(
内
山

一
支
署
主
事
)

V
消
防
課
主
事
高
岡

一
秀
彰
(
総
務
課
付
主
事
)

V
長
浜
支

一
署
主
事
上
田
裕
(
消
防
課
主
事
)

一
V
長
浜
支
署
主
事

O
小
川
将
人
(
同
)

一
V
川
上
支
署
主
事

O
富
永
真
史
(
内

一
山
支
署
主
事
)

V
内
山
支
署
主
事

O

一
山
下
豪
士
(
同
)

V
川
上
支
署
主
事

一
O
中
嶋
博
文
V
消
防
課
、
王
事
二
宮

一
啓
彰
(
長
浜
支
署
主
事
)

V
消
防
課

一
主
事
山
崎
陽
平
(
川
上
支
署
主
事
)

一
V
川
上
支
署
主
事
大
野
智
史
(
消

一
防
課
主
事
)

V
長
浜
支
署
主
事
福

一
同
誠
啓
(
消
防
課
主
事
)

.
【
新
規
採
用
】

一
V
消
防
本
部
付
消
防
士
宇
都
宮

一
哲

一
{
退
職
】

一
V
大
洲
消
防
署
消
防
課
長
心
得

一
岡
淳
二
郎

士
ロ
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高齢者福祉情報シリーズ

第5固施設を紹介します④

大洲市在宅介護支援センター

フレン
電話や面接、また必

要に応じて直接ご自宅

を訪問して介護の説

明、相談に応じます。

福祉用具、介護用品

についての相談のほか

実際に展示や貸し出し

をしています。

看護師(介護支援専門員)相談員(社会福祉士)看護師(介護支援専門員)

いろいろな福祉サービ

ス、介護保険サービスの利

用手続きを代行します。申

請書類を自宅に持参し、本

人ご家族に代わり市役所に

提出します。

米 入 道 子 下回志保 益口千鶴

介護福祉士(介護支援専門員)所長(介護支援専門員)相談員(社会福祉士)

鳥越多美子 木村文子 河野千穂

24時間体制で相談を受け付けています。

お気軽にご相談ください。

大洲市東大洲39

合 23-5300

大洲市介護支援センター

フレンド

次のようなことをしています

日常生活用具(自動消火器、電磁調理器など)の給付

レンタル用品 (ベッ ド、車いすなど)の相談

訪問介護サービス (ホームヘルパ一派遣事業)

高齢者向けの住宅増改築に関する相談

デイサービス (日帰り介護サービス)

ショートステイ(短期入所事業)



広報ああず 2003 5月号

心豊かなくらし

み
九
な
で
さ
さ
え
る

山
さ
な
命

み
九
な
で
育
て
る

六
き
な
未
来

5
月

5
日
は

「子
ど
も
の
日
」

そ
し
て
、

5
日
か
ら
の
一
週
間
は

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。

近
年
、
少
子
化
の
進
行
、
共
働
き

家
庭
の
一
般
化
な
ど
、
児
童
や
家
族

を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
子
ど
も
た

ち
と
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
家
庭
や

社
会
環
境
が
つ
く
れ
る
か
、
み
ん
な

5月は赤十字社員

増強運動月間
5月は「赤十字社員増強運動月間」とし

て、社員増強、社費募集運動を実施します。

例年どおり、各区長を通じて行いますの

で、赤十字運動の趣旨をご理解いただき、

ご支援、ご協力をお願いします。

+ 

平成13年4月1日から

表彰基準が一部変更されています
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
の
周
り
に
い
る
子
ど
も
た

ち
は
、
私
た
ち
の
固
と
未
来
を
支
え

る
大
切
な
力
で
す
。
子
ど
も
を
持
ち

た
い
人
が
安
心
し
て
出
産
や
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
、
国
や
地
方
公
共
団

体
を
は
じ
め
、
企
業
、
地
域
社
会
を

含
め
た
社
会
全
体
で
子
育
て
支
援
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

平成13年度から「特別社員」の基準額

が20，000円以上になり、「金色」と「銀色」

の区別がなくなりました。

なお 、平成 13年3月31日までに年額

1，000円以上の社費を納めた社員が、平成

16年3月31日までに旧基準額の10，000円
に達したときは経過措置として門標をお贈

りします。

無
料
法
律
相
談

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
今
年
も
次

の
と
お
り
、
電
話
相
談
(
面
接
相
談

も
可
)
を
実
施
し
ま
す
。
い
じ
め
、

体
罰
、
登
校
拒
否
、
親
子
関
係
、
家

庭
生
活
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
弁

護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
日
日
出

午
前
日
時
1
午
後

3
時

電
話
番
号

宮

0
8
9
・
9
4
1
・
6
3
6
0

※
当
日
の
み
の
特
設
電
話

場
所

愛
媛
弁
護
士
会
館
(
松
山
市
)

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
弁
護
士
会

官

0
8
9
・
9
4
1
・
6
2
7
9

日
本
弁
護
士
連
合
会
で
は
、

5
月

5
日
の
子
ど
も
の
日
を
中
心
に
し
て

「
子
ど
も
の
日
記
念
無
料
相
談
」
を
全

国
弁
護
士
会
で
実
施
し
、
子
ど
も
の

人
権
侵
害
救
済
の
た
め
の
相
談
活
動

の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
仲
間

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
市
内
の
あ
る

大
型
ス
ー
パ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
冷

凍
食
品
売
り
場
を
見
て
い
る
と
、
き

れ
い
に
パ
ッ
ク
さ
れ
た
エ
ピ
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。

な
ん
と
な
く
ラ
ベ
ル
を
眺
め
て
い

る
と
、
産
地
名
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
ク
ウ

ェ
ー

ト
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国
産
等
、
な

ん
と

9
カ
国
に
、

北
海
道
産
、
養
殖

も
の
と
日
種
並
ん
で
い
ま
し
た
。
改

め
て
、
物
の
流
れ
が
地
球
規
模
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

物
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
の
往
来

も
地
球
規
模
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
は
、
年
間

約

5
3
0
万
人
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
外
国
人
は
年
々
増
加
し
、

1
8
0

カ
国
以
上
で

2
0
0
万
人
を
超
え
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
愛
媛
県
に
は
叩
カ
国

約
8
千
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
大
洲

市
内
に
も
多
く
の
外
国
人
た
ち
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
し
、
市
内
で
ふ
れ
あ

う
機
会
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
急
激
な
国
際
化
の
な
か

で
、
外
国
人
に
対
す
る
理
解
が
追
い

つ
か
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
人
権
上
の
問

題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
小
樽
で
は
、
ロ
シ
ア
国

籍
の
人
た
ち
が
、
公
衆
浴
場
で
他
の

入
浴
客
の
迷
惑
に
な

っ
た
こ
と
が
あ

り
、
「
外
国
人
入
浴
お
断
り
」
と
い
う

看
板
を
出
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
外
国
人
入
浴
拒
否
は
人

種
差
別
撤
廃
条
約
に
違
反
す
る
と
し

て
裁
判
に
な
っ
た
と
報
道
さ
れ
ま
し

た
。誤

解
や
偏
見
、
い
さ
か
い
は
相
手

を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
か
ら

始
ま
る
と
い
わ
れ
ま
す
。-

囲
碁
の
好
き
な
ご
老
人
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
、
圏
内
は
も
ち
ろ
ん
、

世
界
中
の
囲
碁
愛
好
家
と
も
勝
負
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

「
中
国
や
韓
国
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

ア
メ
リ
カ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ド
イ
ツ
、

ス
イ
ス
。
昨
日
は
、
カ
ナ
ダ
の
人
と

打
っ
た
よ
」
と
笑
っ
て
話
さ
れ
る
の

を
聞
き
な
が
ら
、
「
世
界
は
狭
く
な
っ

た
」
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

多
く
の
外
国
の
人
た
ち
と
、
日
本

に
居
な
が
ら
に
し
て
、
共
に
ふ
れ
あ

う
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
な
ん
と
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

人
は
、
生
ま
れ
る
場
所
、
性
別
な

ど
を
自
分
で
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
生
ま
れ
た
国
や
働
く
園
、
住
む

国
は
違
っ
て
も
、
み
ん
な
同
じ
仲
間

で
す
。

人
権
文
化
の
豊
か
な
社
会
の
実
現

は
、
国
境
を
越
え
て
、
す
べ
て
の

人
々
の
人
権
が
保
障
さ
れ
る
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
で
も
あ
る
の
で
す
。
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みなさ九巴
楽し九で

い定尼く定めIZ

山
頂
周
遊
道
路
(
は
ち
ま
き
道
路
)

一
般
車
両
は
進
入
禁
止
で
す
。

だ
だ
し
、
高
齢
者
、
身
体
障
害

者
の
乗
車
し
て
い
る
車
両
(
普
通

車
以
下
)
の
み
通
行
可
能
で
す
。

O

期
間
中
は
、
京
衰
混
雑
す
る
こ
と

が
マ
庁
想
さ
れ
ま
す
。
交
通
指
導
員
、

道
路
漂
識
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

5月号

やント案内

広報おおず 2003

イ

富
士
山
公
園
内
(
山
頂
付
近
)
に

は
2
0
0
台
程
度
し
か
駐
車
で
き
ま

せ
ん
。
無
料
臨
時
パ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
乗
車
場
所
の
知
法
寺
河
原

に
は
、
約
2
0
0
台
の
無
料
駐
車
場

が
あ
り
ま
す
。

。
パ
ス
運
行
日

4
月
初
日
(土)
・
幻
日
(日

)-m日
(
火
)

及
び
5
月
3
日
(
土
)
・
4
日
(
日
)

-
往
復
運
行
の
経
路

大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」

1

如
法
寺
河
原
1
家
族
旅
行
村
1
富
士

山
ふ
れ
あ
い
の
家
前

4
月
初
日
(
土
)
・
幻
日
(
日
)
・
m

日
(
火
)
及
び
5
月
3
日
(
土
)
・

4
日

(
日
)
に
富
士
山
公
園
駐
車
場
を
利
用

す
る
場
合
、
次
の
と
お
り
整
理
料
金

が
必
要
で
す
。

-
普
通
乗
用
車

5
0
0
円

.
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

8
0
0
円

.
パ
ス

l
、
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

宮

@
2
1
1
1

(内
線

3
5
3
)

大
洲
市
観
光
協
会
合

@
2
6
6
4

少富士山つつじまつり案内図

/ 

第
5
園
地
蔵
堂
ほ
た
る
ま
つ
り

5
周
年
を
迎
え
る
今
年
は
、
特
に

楽
し
い
催
し
ゃ
パ
ザ
l
で
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
平
野

H

ほ
た

る
の
里
H

へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
白
日
(
土
)

※
雨
天
時
、

6
月
1
日
(
日
)

午
後
6
時
1
午
後
9
時

場
所

地
蔵
堂
集
会
所
前

(
平
野
町
平
地
)

会
場
ま
で、

J
R
平
野
駅

か
ら
車
で
5
分

問
い
合
わ
せ
先

地
蔵
堂
ほ
た
る
ま
つ
り
事
務
局

宮

@
5
1
9
5
(大
野
ま
で
)

第
引
回
柳
沢
ほ
た
る
ま
つ
り

県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
矢
落
川
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
見
に

来
ま
せ
ん
か
。

見
頃

6
月
1
日
1
日
日

イ
ベ
ン
ト
開
催
日
時

6
月
7
日
(
土
)
・
8
日
(
日
)

正
午
i
午
後
日
時

問
い
合
わ
せ
先

柳
沢
公
民
館

公
@
2
4
0
0

13 
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レポート

EW~ë'~]1<四E置

池田幸子さん (16)

大洲高校 2年生

世界子ど も水フォ ーラムに

四国代表と して参加

将
来
直
面
す
る
と
予
想
さ
れ
る
水
問
題
を
議
論
す
る

「第

3
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
こ
の
た
び
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
中
で
世
界
の
子
ど
も
た
ち
約

1
0
0
人
が
集
ま

り
水
の
大
切
さ
を
語
り
合
う

「
世
界
子
ど
も
水
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が

3
月
川
日
か
ら
辺
固
ま
で
京
都
、
大
阪
、
滋
賀
で

聞
か
れ
、
四
国
代
表
と
し
て
参
加
し
た
池
田
幸
子
さ
ん
が

各
国

要
人
ら
も
出
席
す
る
会
議
で
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

生
き
る
た
め
に
水
を
運
ぶ
子
ど
も
た
ち

そ
の
姿
を
深
く
尊
敬
し
強
い
と
思
っ
た

「
不
衛
生
な
水
に
よ
っ
て
発
生
す

る
病
気
で
子
ど
も
の
命
が
失
わ
れ
て

い
く
。
そ
の
こ
と
を
誰
も
問
題
だ
と

は
思
っ
て
い
な
い
。
昔
か
ら
よ
く
あ

る
こ
と
で
、
あ
き
ら
め
も
早
い
」
。
こ

れ
が
パ
プ
ア
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
の
現
実

で
す
。
池
田
さ
ん
は
、
世
界
子
ど
も

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け
て
水
問
題
の

現
状
を
勉
強
中
に
青
年
海
外
協
力
隊

の
メ
ン
バ

ー
か
ら
こ
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。
「
水
を
得
る
た
め

に
多
く
の
時
間
を
水
運

び
に
費
や
す
外
国
の
子

ど
も
た
ち
。
そ
の
姿
に

胸
を
打
た
れ
、
自
分
の

妹

(
小
学
生
)
よ
り
幼

い
子
ま
で
働
い
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
」
と
い
う

池
田
さ
ん
の
言
葉
は
、

「
単
な
る
水
の
消
費
者
」

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
今

の
私
た
ち
へ
の
警
告
の

よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

「
水
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
て
、
世

界
の
水
不
足
は
食
料
を

..世界の仲間たちとともに水問題の多様な現状やその解決
方法を学んだ池田さん (フォ ーラム会場にて)

多
く
輸
入
し
て
い
る
日
本
に
と

っ
て

重
大
な
問
題
」
と
池
田
さ
ん
は
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
震

(津
波
)
、

洪
水
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
に
つ

い
て
話
し
合
う
分
科
会
の
中
で
、
「自

分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
、

そ
の
た
め
に
団
体
を
作
り
た
い
。
(政

府
に
は
)
そ
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し

い
」
と
参
加
し
た
世
界
の
仲
間
が

一

緒
に
な
っ
て
提
案
し
ま
し
た
。

A-

「
自
分
を
変
え
る
き

っ
か
け
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
い
参
加
し

た
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
水
問
題
は
知

れ
ば
知
る
ほ
ど
奥
深
い
。
助
け
合
い

と
協
調
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
」
と

言
う
池
田
さ
ん
に
と

っ
て
、
通
学
で

い
つ
も
目
に
す
る
肱
川
の
流
れ
や
、

ふ
る
さ
と
論
田

(
内
子
町
)
の
湧
き

水
の
お
い
し
さ
が
こ
れ
ま
で
と
は
違

っ
て
感
じ
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

14 

大
洲

旦で
事古
程式
告発
る主玄

建の
童全
書国
大
三〉
Z三

日
本
に
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い

る
泳
ぎ
方
(
古
式
泳
法
)
に
つ
い

て
の
研
究
や
実
技
を
披
露
す
る
第

臼
回
日
本
泳
法
研
究
会
「
神
伝
流
」

(
日
本
水
泳
連
盟
主
催
)
が

3
月

時
日

・
旬
日
の
両
日
、
大
洲
市
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
が
大
洲
市
で
聞
か
れ

た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。
北

海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
に
あ
る
ロ

の
流
派
が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
お

り
、
今
年
は
大
洲
神
伝
流
保
存
会

(中
村
章
会
長
)
を
中
心
に
準
備
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

第
1
日
目
は
各
地
で
活
動
し
て
い

る
約

4
0
0
人
が
市
民
会
館
に
集
ま

り
、
開
会
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
研
究
発
表
で
は
、

大
洲
神
伝
流
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
、

ち
か
ゆ
き

保
存
会
副
会
長
の
井
出
隣
之
さ
ん

泳る光切ト1-;:;:;-
法柳尚な藩 T

をのがおのせ
編枝『重よど
み葉 川 臣 吾i
出 」ので虫
しの 中 創 i、
、様で始レ

発子揺者「
祥をらの 神
の見め加伝
地てい藤流
で こて主Uま
あのい馬め大

企重さ約8kgの甲胃を身に着け「武者業jを
披露する大洲神伝流保存会の会員

..神伝流の歴史に
関する研究発表

る
大
洲
藩
か
ら
松
山
藩
、
津
山
藩
な

ど
、
次
々
と
各
地
に
広
ま
っ
て
い

っ

た
」
こ
と
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
や
ビ
デ

オ
を
使
い
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
の
夜
に
は
懇
談
会
が

聞
か
れ
、

旧
大
洲
藩
主
加
藤
家
口

ひ
き

代

・
加
藤
寿
子
さ
ん

(東
京
)
や
市

内
外
の
有
志
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

第
2
日
目
は
帝
京
第
五
高
等
学
校

屋
内
プ
l
ル
で
実
技
研
修
が
あ
り
、

各
地
に
伝
わ
る
神
伝
流
の
泳
法
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
大
洲
神
伝
流
保
存

会
員
も
基
本
の
泳
ぎ
方
で
あ
る

「真

・
行

・
草
」
や
、
「
た
ぐ
り
伸
」

「
片
手
抜
」
「
諸
手
抜
」
「
武
者
業
」
を

披
露
し
、
会
場
の
参
加
者
や
観
客
か

ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
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連載シリーズ

おおずの女性 合合合合合合合合合合.. 鵜
飼
い
が
始
ま
り
ま
す

つ
っ
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
」
限
定
の
お
得
な
料
金
で
、

大
洲
な
ら
で
は
の
情
緒
を
楽
し
ん
で
見
ま
せ
ん
か
。

う
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

実
施
日

-
6
月
1
日

「
う
か
い
聞
き
」

-6月・
7
月

・
9
月
の
毎
週
水
曜

門口

A
V
9
月
初
日

で
っ
か
い
最
終
日
」

観
覧
時
間

午
後
7
時
1
午
後
9
時

乗
船
場
所

う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ

ま
た
は
如
法
寺
河
原

お
わ
た

大
洲
城
苧
綿
櫓
下

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
観
覧
料
金

.
大
型

《貸
切
国
人
乗
り
》

2
3
、0
0
0
円

(通
常
3
5
、0
0

0
円
)

.
小
型

《貸
切
ロ
人
乗
り
〉

1
7
、0
0
0
円

(
通
常
2
5
、0
0
0
円
)

1
1
、0
0
0
円

・
小
型

《
貸
切
ロ
人
乗
り
》

9
、0
0
0
円

※
料
理
、
飲
物
は
別
途
承
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
観
光
協
会
合
@
2
6
6
4

ま
た
は
、
各
う
か
い
登
録
庖
ま
で

う
か
い
最
終
日
島
旬
(
最
特
価
サ
ー
ビ
ス
)

.
大
型

〈
貸
切
同
人
乗
り
》

下
船
場
所
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醸
樹
完
隼
位
車
載

「
慎
独
」

「
慎
独
」
と
い
う
の
は
、
中
国
の

古
典
「
大
学
」
「
中
庸
」
に
基
づ
く
説

で
す
。

藤
樹
は
、
「
・
:
君
子
必
慎
其
独
也
」

わ

れ

つ

つ
し

(君
子
は
必
ず
そ
の
独
を
慎
む
な
り
)

を
大
切
な
教
え
と
し
て
取
上
げ
ま
し

だ

い

が

く

か

い

ち

ゅ

う

よ

う

小

、

た
。
そ
し
て
、
「
大
学
解
」
「
中
庸
解
」

「
陣
舵
陸
部
」
な
ど
で
独
自
の
解
説
を

し
、
「
慎
独
説
」
と
し
て
、
人
々
に
教

え
ま
し
た
。

ま
ず
、
こ
こ
で
い
う
「
君
子
」
と

は
、
修
養
を
志
し
て
い
る
人
、
学
ぶ

意
欲
の
あ
る
人
を
指
し
て
い
ま
す
。

「
独
を
慎
む
」
の
「
独
」

と
は
、
簡
単

に
い
え
ば
自
分
の
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
「
慎
」
と
は
、
「
修
養
す
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
ま
で
は
、
儒

学
の

一
般
的
な
解
説
で
す
。

藤
樹
の
独
自
性
は
、
「
慎
独
」
を
重

視
す
る
理
由
の
説
明
に
あ
る
の
で
す
。

「独
」
と
は
、
私
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
天
地
に
た
だ

一
人

で
す
。
本
当
の
「
独
」
は
自
分
だ
け

が
知
っ
て
い
て
、
他
人
に
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。
「
独
」
は
、
わ
が
胸
の
内
に

そ
な
わ
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
常
に

天
に
通
じ
、
地
に
通
じ
、
鬼
神
に
も

通
じ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ

と
は
、
天
地

(神
)
も
知
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が

っ
て
、
た
と
え
他
人
を

位。

に
つ
い
て

ぬ
き
む

欺
く
こ
と
が
で
き
て
も
、
自
分
を
欺

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

人
間
、
内
に
誠
が
あ
れ
ば
必
ず
外

に
現
れ
ま
す
。
逆
に
、
内
に
邪
心
が

あ
れ
ば
、
附
臥
し
て
も
い
ず
れ
分
か
り

ま
す
。

本
来
の
「
独
」
は
、
「良
知
」
で
あ

り
、
「
善
」
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い

の
で
す
。
し
か
し
、
情
欲
で
心
が
曇

る
と
、
本
当
の

「独
」
が
見
え
な
く

な
り
ま
す
。
「
独
」
を
失

っ
た
人
聞

が
ら

は
、
抜
け
殻
で
す
。

故
に
君
子
は

「独
を
慎
む
」
こ
と

(慎
独
)
が
学
問
の
基
本
な
の
で
す
。

慎
む
の
は
修
養
で
す
が
、
「
独
」
は
修

養
で
は
な
く
天
然
で
す
。
そ
れ
を
慎

む
こ
と
を
学
ぶ
の
が
学
問
で
す
。

さ
て
、
現
代
は
個
人
主
義
全
盛
の

時
代
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
か

く
自
己
中
心
的
な
言
動
が
、
目
に

つ

き
ま
す
。

し
か
し
、
本
当
の
自
己
(
独
)
と

は
、
社
会
的
な
他
者
と
の
交
わ
り
の

中
で
確
立
さ
れ
る
も
の
で
す
。
人
々

と
共
に
喜
び
、
共
に
苦
し
む
中
で
生

か
さ
れ
る
自
分
に
な
る
努
力
、
そ
れ

が

「慎
独
」
の
現
代
的
な
意
味
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

か

〈

ぷ

っ

ち

ち

慎
独
は
即
ち
格
物
致
知
な
り

(大
学

解
)

15 
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大洲城天守閣復元

平成15年 4月1日まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、366，032，617円

です。

かわら版

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ーナーに対しての己意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係 内線352

天
守
内
壁
の
仕
上
げ
が
決
定
!

i
三
階
は
板
壁
仕
上
げ
に

i

fi 24-2111 

天
{
寸
の
外
壁
の
仕
上
げ
は
、
明
治

時
代
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
か
ら
漆
肱

塗
り
と
下
見
板
を
併
用
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
が
、
内
部
に
つ
い

て
は

「天
守
雛
形
」
と
呼
ば
れ
る
木

組
み
模
型
し
か
資
料
が
な
く
、
内
壁

の
仕
上
げ
を
決
定
付
け
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
普
通
こ
の
よ
う
な
場

合
、
他
城
の
例
や
現
存
建
物
を
参
考

に
仕
上
げ
を
決
定
し
ま
す
。

大
洲
城
天
守
の
場
合
も
同
様
、
現

存
す
る
重
要
文
化
財
の
櫓
な
ど
を
参

考
に
内
壁
の
仕
上
げ
は
三
階
を
除
い

て
漆
喰
塗
り
仕
上
げ
と
し
ま
す
。

構
造
の
異
な
る
天
守
三
階

天
守
=
一階
は
「
天
守
雛
形
」
か
ら

他
の
階
と
は
異
な
る
構
造
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
他
の
階

と
比
べ
て
柱
の
本
数
が
極
端
に
多
い

の
で
す
。
他
の
階
の
側
柱
(
外
壁
の

柱
)
は
、
柱
と
柱
と
の
聞
が

一
間

図I

.....天守二階と三階の平面図

(約
二

・
O
m
)
間
隔
で
あ
る
の
に
対

し、

三
階
の
側
柱
は
半
間

(
一
・

o

m
)
間
隔
で
立
っ
て
い
ま
す
。
(
図

I
)
ま
た
、

内
側
の
柱
は
、
他
の
階

と
異
な
り
、
中
心
柱
を
含
め
五
本
の

柱
が
独
立
し
て
立
っ
て
い
ま
す
。

納
戸
と
し
て
使
わ
れ
た
天
守
三
階

な
ぜ
天
守
三
階
が
こ
の
よ
う
な
造

り
に
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
?

設
計
者
は
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

ま
す
。

天
守
二
階
の
屋
根
の
東
面
・
西

ち

ど

り

は

ふ

面
に
は
「
千
鳥
破
風
」
と
呼
ば
れ

る
三
角
の
小
さ
な
屋
根
が
二
つ
載

っ
て
お
り
(
図

E
)
、
こ
の
「
千
鳥

ひ
ょ
〈

破
風
」
は
、
詳
し
く
は
「
比
翼
千

鳥
破
風
」
(
図
E
A
)
と
呼
ば
れ
、

い
り

も

や

「
入
母
屋
破
風
」
(
図

E
B
)
か
ら

派
生
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

「
入
母
屋
破
風
」
は
外
壁
を
覆

う
よ
う
に
大
き
く
葺
か
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
り
、
「
入
母
屋
破
風
」

で
隠
れ
る
階
は
屋
根
裏
の
よ
う
な

部
屋
と
な
る
。
大
洲
城
天
守
の
場

合
も
三
階
部
分
は
屋
根
裏
相
当
の

部
屋
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

天
守
の
中
心
柱
を
わ
ざ
わ

ざ
二
階
部
分
で
上
下
二
本
に
分
け
て

い
る
の
も
、
天
守

一
1
二
階
と
三
1

四
階
を
別
物
と
し
て
考
え
た
結
果
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

天
守
三
階
は
、

他
の
階
の
よ
う
に

座
敷
と
し
て
は
使
用
さ
れ
ず
、
屋
根

裏
相
当
の
部
屋
と
し
て
武
器
や
食
糧
、

Jm耐問時!IBt ..Jm川11111川111111川h
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企

貴
重
品
な
ど
を
格
納
す
る
納
戸
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
す
。

他
城
で
は
、
高
知
城
天
守
が
各
階

の
内
壁
の
仕
上
げ
を
変
え
て
い
ま
す
。

座
敷
と
し
て
使
用
す
る
四
階
と
六
階

は
貼
付
け
壁

(写
真

I
)
で
あ
る
の

に
対
し
、
他
の
階
は
板
壁
仕
上
げ
で

す
。
(写
真

E
)
ま
た
、
松
山
城
天

守
の
破
風
裏
の
小
部
屋
は
板
壁
仕
上

げ
で
す
。
(写
真

E
)

こ
の
こ
と
か
ら
天
守
三
階
は
板
壁

仕
上
げ
と
し
、

他
の
階
は
既
存
の
重

要
文
化
財
の
仕
上
げ
と
同
様
の
漆
喰

塗
り
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
が
妥
当
と

判
断
し
ま
し
た
。

16 

.....屋根形式の推移図
(出典:日本建築史基礎資料集成14城郭 1) 
様々な形式の破風を組み合わせることで、その
城特有の外観が出来上がる。
大洲城天守の破風の配列は、寛永年間の江戸城
天守に酷似していると言われる。A高知城天守六階内部「貼付け壁jA高知城天守二階内部「板壁J....松山城天守破風の間

(屋根裏部屋)
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.Z~， 
四国織断自動車道

全長3，206メートル

大洲市と宇和町を結ぷ鳥坂 トンネル (四国横断自動車道)が貫通しました。囚国の高速道路では3番目の長さになるこのトンネルは、

宇和町側で平成11年12月から、大洲市側で平成13年4月から掘り始められていました。 これにより、宇和インタ チェンジまでにあ

る3本の トンネルがすべて貫通したことになります。 宇和 大洲閏15.4kmは平成15年度中に開通予定です。

いっしょに大きくなりたいね

中学進学を前に大洲1J¥6年生児童45人と、教職員、関係者らが参加

して、第17回鯉の放流事業(主催 肱南地区コミュニティ推進委員

会)が行われました。放流場所となった柏木の肱川沿いに児童が並び、
「はやく大きくなって」などと声をかけながら約400匹の鯉を放流し

ました。

特別養護老人ホ ム「とみす寮」南側に大洲保育所が新築移転されまし

た。子育て家庭や育児サ クル活動などを支援する「大洲市地域子育て支

援センター」が併設されています。センターでは、育児に関する相談を受

け付けています。 大洲市地域子育て支援センター 圃 23-2300

一人ひとりが考えよう

肱川流域清流保全文化講演会

「美しき水と緑を守るために」をテーマに肱川流域清流保全文化講

演会が市総合福祉センタ で開かれました。講師のジェフ パーグラ

ンドさん (帝塚山学院大学教授)が、 fJ11に触れ合うことで多くのこ

とを学ぶことができる。どうすれば自然とうまく付き合えるか考えて

ほしい」と呼びかけました。

大洲市中心市街地活性化基本計画に基づく、商庖街と地域住民の交流

拠点「いきいき市場」が常磐町にオープンしました。 テープカットの後、

買い物客の皆さんがお目当ての商品を手に早速レジに並んでいました。

いきいき市場には庖舗のほか、 2階に多目的ホーjレが整備されています。
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~E歴霊毘彊E調

~23-0310 

いきいき-
LifeI 

あなたの健康を
サポートします

口圏

5
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
・
:
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
5月
1
日
同

平

成

弘

年

ロ
月
生

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
5月
7
日
制

平

成

ロ
年
4
月
生

0
5
月
初
日
例

平

成

日
年
目
月
生

受
付
時
間

日
時
1
日
時
泊
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
5月
6
日
例
平
成
比
年
7
月
生

受
付
時
間

9
時
i
m
時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

パ
ス
タ
オ
ル

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】
予
約
制

0
5月
6
日
例

相
談
時
間
山
時
1
正
午
、日
時
1
日
時

圃=U!ta~;1軒~=ωiEt ;ì ~~

持
参
品

健
康
手
帳

5
月
か
5
始
ま
り
ま
す

生
活
習
慣
病
予
防
検
診
・
が
ん
検
診

①
生
活
習
慣
病
検
診
の
受
付
は
全
地
区

午
前
中
の
み
で
す
。

②
婦
人
が
ん
検
診
は
生
活
習
慣
病
検
診

と
は
別
日
程
に
な
り
ま
す
。

③
C
型
・

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

料
金
8
0
0
円
(
苅
歳
以
上
無
料
)

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象
者

F
n
u
・
Fh
d
n
U
巳

d
n
u
p
h
u

ハU忌
比

-
J
4
A
Aサ

Fb

Fb
F
b
F
b
月

t
士
月

の
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人

ィ
「
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
」

「
広
範
な
外
科
手
術
を
受
け
た
」

「
妊
娠
分
娩
時
に
多
量
に
出
血
し

た
」
こ
と
が
あ
る
人

ア
・
イ
の
希
望
者
を
対
象
に
平

成
四
年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

ア
の
該
当
者
に
は
問
診
票
を
同

封
し
ま
す
。
イ
の
検
査
希
望
者
は

当
日
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

実
生
活
習
慣
病
、
胃

・
大
腸
が
ん
検
診

O
菅
団
連
絡
所
5
月
ロ
日
開
l
H
日
同

O
久
米
公
民
館

5
月
辺
日
附

l
n日
幽

O
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

(
保
健
セ
ン
タ
ー
)
5
月
幻
白
川
w
i
m
日

樹、

6
月
2
日
開
1
4
日
同

安
婦
人
が
ん
検
診

O
柳
沢
連
絡
所

5
月
1
日
同

O
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

5
月
2
日
幽

O
平
野
連
絡
所
5
月
8
日
同
・

9
日
幽

O
新
谷
連
絡
所
5
月
比
日
附
1
凶
日
幽

-・t~:.司~.i;.f.J置し育園

5月3日比)西原耳鼻咽喉科 (東大洲)

ft 23-3366 

5月4日(日)かわIj"た産婦人科 (東大洲)

まま 23-1103

5月5日(月)中村皮フ科クリニック(新谷)

ft 25-1112 

5月11日(日)みやうち医院(徳森)

ft 25-2333 

きどおか外科・ 青腸科 (長浜)

包 52-3003

5月18日(日)菊原医院(八多喜)

ft 26-0103 

5月25日(日)本条脳神経外科・外科 (東大洲)

まま 24-2841

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

O
大
川
連
絡
所

5
月
却
日
制

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
洲
保
健
所

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
毎
週
火
曜
日

日

時

1
正
午

{
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火
曜
日

日
時
1
日
時

{
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第
3
金
曜
日

日
時

1
日
時

{
H
T
L
V
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月
1
金
曜
日

9
時

l
M
時
加
分

【
女
性
の
健
康
相
談
}

O
第
3
木
曜
日

時
時
1
口
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木

曜

日

目

時

1
日
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第

3
水
曜
日

受

付

時

間

ロ

時
加
分
1
日
時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
フ

ツ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

予
約
制

献
血
の
お
知
5
せ

5
月
8
日
同

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

9
時
叩
分

l
m時

M
時
i
u山
時
加
分

大
洲
中
央
病
院

5
月
幻
自
樹

仙
味
エ
キ
ス

加
戸
病
院

9
時
担
分

l
u時
印
分

M
時

l
m時

市立大洲病院 (西大洲)

合 24-2151

宮)

森)

大洲中央病院 (東大洲)

ft 24-4551 

加戸病院 (若

ft 24-51 01 

大洲記念病院 (徳

包 25-2022

月 ・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

《

MJva--‘‘ 
a
H陣叶

a
H

“マ〆A凶
町

内
γ
b
v

岬

P

d
V
 

4
9
 

訓聞
F

5
月
新
着
図
書

し
く
み
が
わ
か
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル

ユ

キ

ス

中

村

由

輝

著

人
生
に
は
し
な
く
て
も
い
い
こ
と
が
い
っ

ぱ

い

あ

る

高

橋

龍

太

郎

著

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

m
フ
ラ
ン
ス

オ
セ
ア
ニ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー
編

明
快
!
北
村
弁
護
士
の
く
ら
し
の
法
律
相

談

北

村

晴

男

著

カ
ン
サ
ン
ジ
ユ
ン

日

朝

交

渉

萎

尚

中

ほ

か

編
ユ
キ
オ

ブ
ッ
シ
ュ
の
世
界
戦
略

川
村吉
7
夫
著

ハ
ル
カ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ウ
ー
マ
ン
逢
洋
子
著

公
立
小
中
高
か
ら
東
大
に
入
る
本

和
田
秀
樹
著

子
ど
も
の
教
育
資
金
を
ひ
ね
り
だ
す
方
法

は

こ

れ

だ

!

ア

ミ

l
カ
著

今
ど
き
の
冠
婚
葬
祭
世
界
文
化
社

マ
イ
ホ
ー
ム
を
買
う
と
き
の
基
礎
知
識

キ
ミ
キ

山
本
公
喜
・
山
下
和
之
著

ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
解
決
!
大
事
典ぶ

ん
か
社

気
象
予
報
士
に
な
り
た
い
!
真
壁
京
子
著

シ
ョ
ウ
イ
チ

動
物
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
千
石
正
一
著

子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
母
親
の
ス
ト
レ
ス

ミ

ホ

清
水
聖
保
著

高
脂
血
症
血
液
ド
ロ
ド
ロ
を
治
す

日
本
放
送
出
版
協
会

キ
ヨ
ウ
ド
ウ

ク

ロ

ー

ン

人

間

響

堂

新

著

妊
婦
さ
ん
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ

ー

m

ナ
ツ
メ
社

き
れ
い
な
地
図
入
り
案
内
状
を
つ
く
る
本

秀
和
シ
ス
テ
ム

地戦
に場
且の
1~ ピ

ア
人一

信三
宮寸ト

ン
ニL

山ピ
田ル
儀ギマ
-iン
著著

18 

シ

ク

ラ

テ

ツ

詫
び
状
・
始
末
書
の
書
き
方
紫
倉
轍
著

百

人

一

酒

俵

万

智

著

空

中

庭

園

角

田

光

代

著

リ

オ

リ
ト
ル
・
パ
イ
・
リ
ト
ル
島
本
理
生
著

花

狂

い

広

谷

鏡

子

著

剣

客

春

秋

鳥

羽

亮

著

フ
ラ
イ
，
ダ
デ
ィ
，
フ
ラ
イ
金
城
一
紀
著

虚

無

の

オ

ペ

ラ

小

池

真

理

子

著

年
下
の
女
と
も
だ
ち
林
真
理
子
著

星

宿

海

へ

の

道

宮

本

輝

著

B
O
D
Y
&
M
O
N
E
Y

鎌
田
敏
夫
著

呪

い

亀

霞

流

一
著

非

常

線

松

浪

和

夫

著

新

・こ
れ
も
お
と
こ
の
じ
ん
せ
い
だ
!

椎
名
誠
ほ
か
著

夢
を
叶
え
る
夢
を
見
た
内
館
牧
子
著

猟
奇
的
な
彼
女
キ
ム
・
ホ
シ
ク
著

令

官
郁
み
ゆ
き

ザ
レ
イ
デ
・

ヌ
E
F
F
リ
'

著宮部みゆき

東
京
下
町
の
大
き
な
団
地
に
住
む
小
学

5
年
生
の
亘
は
、
幽
霊
が
出
る
と
噂
さ
れ

る
ピ
ル
の
一
扉
か
ら
、
広
大
な
異
世
界
，
幻

界
‘
へ
と
旅
立
っ
た
!

時
代
の
暗
雲
を
吹
き
飛
ば
し
、
真
の
勇

気
を
呼
び
覚
ま
す
津
身
の
大
長
編
。

¥
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
新
/

/
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

¥

例
年
図
書
館
で
開
催
し
て
い
る
生
涯
学

習
講
座
を
、
本
年
度
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
日
程
な

ど
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜
・

5
月
3
日
・

6

日
・
紅
白
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三 原設備

ft24-3783 

佐々 木鉄工

ft26一 0875

甲建設 側

企 24-2937

(有)菊地浄化槽センター

まま 24一 0013

アサノ設備

まま 24一 0783

浦建設 (捕

ま歪 25-5335

(有)いの水道設備

ft24-2216 

宮元建設

会 25-0901

(有)内 田 電気水道設備

合 25-2858

谷本建 設工業 側

ft24-5161 

オク ダ 設 備

ft24-3674 

上工業 側

企 24-3141

南設備

公 25-4684

藤 水道庖

合 24-4410

央建設 棚

倉 24-3556

白水道広

告 26一 0265

保鉄工戸庁

舎 26ー 0537

山水道工事庖

会 24-2583

戸電業社

ft25-2944 

予屋住設

置ま 24-2541

春
の
行
政
相
談
週
間

総
務
省
で
は
、
本
年
5
月
四
日
聞
か

ら
の

一
週
間
を
春
の
行
政
相
談
週
間
と

定
め
、
全
国
的
に
行
事
を
行
い
ま
す
。

当
市
で
も
、
行
政
相
談
委
員
に
よ
る

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

(本
誌
却
ペ

ー
ジ
「
相
談
ご
と
案
内
」
参

日
時

5
月
初
日
例
午
前
9
時
1
正
午

場
所

大
洲
市
役
所
3
階
会
議
室

行
政
相
談
委
員

山
本
敏
和

(西
大
洲
)

辻

陽

子

(大
洲
)

相
談
内
容

道
路
、
交
通
安
全
、
登
記
、
郵
便、

消
費
生
活
、
社
会
福
祉
、
公
害
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
改
善
な
ど

青
い
鳥
郵
便
葉
書

身
体
障
害
者

・
知
的
障
害
者
の
福
祉

に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を
さ
ら

に
深
め
る
た
め
、

青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒
に
く
ぼ
み
入
り

通
常
郵
便
は
が
き
却
枚
を
入
れ
て
、

無

料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

対
象
者

A

守
重
度
の
身
体
障
害
者

(l
級
ま
た
は

2
級
)水道業者の

緊急漏水当番表

(有)

(有)

5月3日比)

av重
度
の
知
的
障
害
者
(
「
A
」
も
し
く

は

「
l
度、

2
度」
)

受
付
期
間

6
月
2
日
間
ま
で

申
し
込
み
方
法

郵
便
局
、
福
祉
事
務
所
な
ど
に
備
え

付
け
て
あ
る
整
理
票
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
障
害
者
手
帳
を
添
え
て
郵

便
局
窓
口
で
申
し
込
む
か
、
郵
便
局
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
郵
便
局
郵
便
課

mu
@
3
8
3
0
 

第
刊
回
5
3
0
運
動

今
年
も
肱
川
沿
い
の
環
境
美
化
活
動

を
実
施
し
ま
す
。
事
前
に
電
話
で
申
し

込
め
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

5
月
お
日
間

午
前
9
時
か
ら

集
合
場
所

如
法
寺
河
原

持
参
口
問

手
袋
・
火
ば
さ
み
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

制
大
洲
青
年
会
議
所
内
大
洲
の
環
境

を
よ
く
す
る
連
絡
協
議
会

mu
@
7
1
0
7
 

検
定
試
験
の
ご
案
内

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

-

簿

記

試

験

日

6
月
8
日
間

受
付
期
間

4
月
お
日

1
5
月
9
日

上

(有)

松

。紛

5月4日(日)

5月5日(月)

5月10日出

-
そ
ろ
ば
ん
試
験
日

6
月
辺
日
間

受
付
期
間

4
月
お
日

1
5
月
日
目

。
ワ
ー
プ
ロ

2
級

試
験
日

5
月
口
日
出

受
付
期
間

4
月
3
日
1
4
月
払
日

・
ワ
ー
プ
ロ

3
級

試
験
日

7
月
5
日
出

受
付
期
間

5
月
お
日

1
6
月
日
日

・
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

試
験
日

6
月
却
日
回

受
付
期
間

4
月
1
日
1
5
月
凶
日

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
商
工
会
議
所

mu
@
4
1
1
1
 

第
4
回
し
ま
な
み
ウ
ォ

l
ク

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
!

橋
の
上
を
歩
き
、
瀬
戸
内
の
風
と
潮

の
香
り
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

5
月
山
日
出

午
前
日
時
か
ら
出
発
式

出
発
式

第
l
会
場
・

・多
々
羅
し
ま
な

み
公
園

(上
浦
町
)
、
第
2
会
場
・:
糸
山

公
園

(今
治
市
)

コ
ー
ス

し
ま
な
み
海
道
沿
線
に
あ
る

叩
コ
l
ス
(
6
M
l
担
回
)
の
中
か
ら
1
コ

ー
ス
を
選
択
し
ウ
ォ

1
キ
ン
グ
に
参
加

参
加
料

無
料

参
加
定
員

3
、
0
0
0
人

各
コ

l
ス
先
着
順
に
決
定
し
、
定
員

(有)

キサ

神

佐

5月11日(日)

5月17日出

5月18日(日)

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

今
治
産
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
を
参
加

者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
「
車

い
す
ウ
ォ

l
キ
ン
グ

O
N
T
H
E

来
島
海
峡
大
橋
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
振
興
イ

ベ
ン
ト
委
員
会
事
務
局

(県
庁
内
)

8
0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

地
上
波
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
の
デ
ジ
タ
ル
化

総
務
省
四
国
総
合
通
信
局
で
は
、
「デ

ジ
タ
ル
化
と
ア
ナ
ロ
グ
周
波
数
変
更
」

に
関
す
る
内
容
を
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

宮門司一
ミ
宅
d

〈d
〈
・∞

E
F円。
F円
E'ze明
。
』
司
¥弓
己
刊
同
|

門
戸

Fm-s--
zzs

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

愛
媛
県
標
準
米
の
設
定

内
容
の
変
更
に
つ
い
て

適
周
年
月
日

平
成
日
年
4
月
1
日

目
安
価
格

3
、
1
1
0
円
(
精
米
正

味
叩
勾
当
た
り
、
税
込
、
包
装
代
込
み

価
格
)

原
料
構
成

4
類
相
当
品
種

(あ
き
た

こ
ま
ち
)
却
%
、

5
類
相
当
品
種

(ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
、
こ

い
ご
こ
ろ
、
コ
ガ
ネ
マ

中

西

1成

伊

久

j享

5月24日仕)

5月25日(日)

5月31日出

サ
リ
な
ど
)
別

%

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
農
産
園
芸
課

密

0
8
9
・
9
1
2
・
2
5
6
9

無
登
録
震
薬
の
使
用
禁
止

改
正
農
薬
取
締
法
が

3
月
刊
日
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
、

①
無
登
録
農
薬
の
製
造
、
輸
入
、
使
用

の
禁
止

(無
登
録
農
薬
の
販
売
は
従
来

か
ら
禁
止
)
、

③
農
薬
使
用
基
準
に
違
反

す
る
農
薬
使
用
の
禁
止
、

③
罰
則
の
強

化
な
ど
で
す
。
農
薬
は
、
ラ
ベ
ル
を
よ

く
読
ん
で
、
農
林
水
産
省
の
登
録
番
号

の
あ
る
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し

く
は
、
農
林
水
産
省
ホ

l
ム
ペ

l
ジ

E
2向日
ミ
宅
垣
垣
ヨ
白
弓
問
。
・
弓
E

O
E
〕ミ
宮
¥
を

ご
覧
く
だ
さ
い。

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
特
別
企
画
展

ス
ケ
ッ
チ
「
土
佐
の
民
家
と
町
並
み
」

後
藤
孝

一

4
月
お
日
附
1
5
月
5
日
間

V

「
私
の
愉
し
み
」

小
品
展
E

。。-o『
口
O
Z
刊
口
E
O
ロ

5
月
刊
白
出
1
5
月
お
日
倒

展
示
時
間
午
前
川
時

1
午
後
5
時

※
展
示
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

休
館

月
曜
日

(祝
日
の
場
合、

翌
火
曜
日
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2
8
1

可
国
国
図
白
-
E
E
E
t
t
E
E

一

困
層
四
階
に
ち
な
み

4
月
4
日
に
開

E

か
れ
た
大
洲
城
天
守
閣
の
上
棟
式
。
そ

圃

の
後
2
日
間
で

6
千
人
以
上
が
復
元
の

-
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
取
材
中
、

一

U

般
見
学
者
に
混
じ
り
、
立
ち
止
ま

っ
た

-
ま
ま
、
木
組
み
技
術
を
じ

っ
と
観
察
す

園
る
建
築
関
係
者
の
姿
に
多
く
出
会
い
ま

一
し
た
。
釘
を
使
わ
ず
組
み
上
げ
ら
れ
た

U

天
守
閣
が
、
見
学
に
来
た
彼
ら
の
目
を

-
釘
付
け
に
し
て
い
ま
し
た
。

(

や
)

19 
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内
相 談内容 日 時な ど 場所な ど 問い合わせ先

人 権 中目 談 5月 15日(木)/10時~正午 平野公民館
急ぐときは法務局 n24-4155 

(法務省) 5月 19日(月)/10時~正午 市役所3階会議室

人権擁護委員による 毎週月水-金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 宮 24-4155

無 料 中目 談 9 時~ 1 6 時(休日を除く) 人権相談室

イ'プー 政 中目 談
5月 20日(火)/ 9時~正午 市役所3階会議室

急ぐときは 宮 24-5072 (山本)

(総務省) 合 24-4294(辻)

市民法律相談 5 月 24 日(士) / 10 時~ 1 6 時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

n 24-2111 内線 328

社会保険相談
5 月 6 日(火)/10時~1 5時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

5 月20日(火)/10時~1 5 時30分 まま 089-925 -5105 

不動産無料相談 5月 15日(木)/ 9 時 ~16 時 宅建協会大洲支部 信)上田喜六不動産 n 24-4452 

l一般相談 毎週月 -水曜日
大洲市総合福祉

心配ごと !法律相談 毎週火 ・木曜日 受付は総合福祉センター 1階

l介護相談 毎週金曜日
センター

社会福祉協議会窓口まで
中目 談(相談時間) 10時~正午、 13 時~16 時

(相談室直通)
n23-0313 

fi 23-5629 
(祝祭日・年末年始を除く)

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 n 24-2111 内線 178

人権・同和 問題に
毎日の執務時間中

大洲隣保館 n 24-6100 

関する何でも相談 大洲福祉会館 n 25-0947 

青 少年相談室 毎日の執務時間中 青少年センター まま 24-7830

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 n24-1414 

案と自'尽

ιー談本目

※いすれも無料です。お気軽にご相談ください。

レ
ン
ガ
の
あ
る
風
景

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

④ 

中
学
生
の
部

大
洲
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

大
洲
南
中
1
年

富
田
沙
希
さ
ん

お

大洲市内の支通事故

3月末現在 昨年同期

件数 57 65 

負傷者 73 89 

死者 。

市民の動き

平成15年3月31日現在

38，984人(ー175) 出生 30人 (+ 7) 

18，575人 (-95) 死亡 28人(-6) 

20，409人 (-80)

14，674世帯 (-50)

人 口

男

期

税

今月の納税は

箇定資産税 1
軽自動車

納期限は6月2日です
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